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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
Aブロックは幼稚園3園、小学校4校、保育園1５園で構成されている、とても大規模なブロックです。
数年前から、小学校１校と５つの幼稚園保育園とでグループを３つつくり、グループ内で無理なく交流することができています。

また今年度は、年度初めに、連絡方法としてブロック内すべての園のご担当者のメールアドレスを集約し、年長児さんの人数やご担当の先生などを一覧にして整理することができました。
連絡方法としても、ＦＡＸを使わずメールのみでスムーズに連絡を取り合うことができたので、次年度以降にも引き継いでつないていきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今年度の大きな取り組みとして、９月に稚園、保育園、小学校の職員が集まり、合同研修会を行いました。
長津田保育園を会場に、３２名の参加、保育中の保育士さんが途中で参加してくださったのを入れると、延べ４１名の参加がありました。

今年は、阿部圭子先生をお招きして、カリキュラムデザインシートの特徴や使い方について講義をしていただき、
後半には近隣の幼稚園・保育園・小学校が交流できるグループで、テーマを決めて意見交換を行いました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
付箋紙に質問や意見をかきこんでグルーピングし、意見を交流し合うことができました。

また、実践推進校である東本郷小学校の先生方にも各グループに入っていただき、
朝の活動のもちかたや、「こういうときにはどうすればいいんですか」という具体的な質問に答えていただいたりと、
とても貴重な情報交換、情報共有の機会になりました。
研修後のアンケートによる参加者の声から、挙げられた成果をご紹介します。

①幼保小それぞれの職員が直接話をし、情報交換ができ貴重な機会であった。
②年長児や小学校１年生の担任が初めての者もいた中、集まった全員で具体的な実践を知ったり考えを聞いたりして学ぶことができ、共通認識を持つことにつながった。
③　　　　　人前後の意見を聞き、自分では考えなかったような概念に出会うことができた。
④ブロックの中で研修している最大のメリットは就学先の実際の取り組みを知ることができること。地域の課題や就学先にあったアプローチを具体的にイメージできること。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また、夏季休業期間には、ブロック内の保育園に、参観可能な日時の候補を出していただき、各小学校の低学年の職員を中心に、参観させていただきました。
提案している私の学校では、全９人の職員が、１つか２つの園を参観し、多くの感想が聞かれました。

〇何を遊びたいかの子どもたちの話し合いから、それぞれの子どもの思いに即した遊びを展開していた。
→小学校の「個別最適な学び」につながりそう
〇「水あそび」では、遊びの広がり（年齢を超えて、先生も一緒になって）が見られた。
〇子どもの思いを大切に、使いたい道具でやりたいことを形にしていく過程が見られた。
〇それぞれの園で大切にしたいことが分かってよい機会だった。
〇入学後の学習・活動につながる動きがたくさんあり、スムーズな連携につながりそうだと感じた。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
３つめの活動として、園児さんに、小学校の運動会の練習に来ていただくということをしました。
こちらは、小学校の体育の時間に、運動会の演技の練習をしているところを、お散歩がてら見に来ていただくというもので、
小学校としては取り立ててお声かけやお話などできないのですが、校舎内に入るわけではないのでお散歩がてら気軽に見に来ていただけるということと、
運動会の演技は幼稚園や保育園でも練習しているので、身近でわかりやすいということもあり、実施してみました。
小学校の児童も、当日前にお客さんに見ていただくことができ、適度な緊張感の中、嬉しそうに演技をしていました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
冒頭にもお伝えしましたが、たくさんの幼稚園・保育園で構成されているAブロックにおいて、今後もお互いに連絡を取り合い、積極的な幼保小への関わりのなかで、より活発な活動・交流ができるようになればいいと願っています。
以上
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
どの交流会も保育園児を迎え入れるために子どもたちで相談し合い、どのような流れで交流を行うか決めました。
実行委員を立てたり、役割をわけたりしてみんなで準備をしました。
交流当日は、子どもたちが中心となって園児を迎え入れることができました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
どの交流会も保育園児を迎え入れるために子どもたちで相談し合い、どのような流れで交流を行うか決めました。
実行委員を立てたり、役割をわけたりしてみんなで準備をしました。
交流当日は、子どもたちが中心となって園児を迎え入れることができました。
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